
□土曜の午後は「アーティストトーク＆ワークショップ」！
作品に秘められた技や造形につ
いて、実際に使っている素材や
道具などを披露しながら、出品
作家が自作について語ります。
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※入館券が必要です。
※都合により担当作家の変更もございます。
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関連催事
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小林政美（陶磁）
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大貫博之（陶磁）
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松井康陽（陶磁）
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柳橋修二（陶磁）
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福野道隆（陶磁）

辻徹（漆芸）

田仲範子（刺繍）

梶山和世（染織）

山口堅造（金工）

武井盛彦（ガラス）
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出品作家

【陶磁】　
荒 田  耕 治　
井 上  壽 博　
井 上  英 基　
植 竹      敏　
浦 口  雅 行　
海老根 秀 夫　
大 貫  博 之　
影 山  明 志　
梶 谷      胖
金 田  鹿 男
菊 地      弘
木 澤  良 治
小 林 駄駄男（征児）
小 林      浩
小 林  政 美
酒 井  芳 樹
佐 藤      剛
澤 田  勇 人
清 水  正 章
下山田 昌 右
菅 野  広 志
相 馬      晃
武 内  雅 之
寺 本      守
羽 石  修 二
福 野  道 隆
前 野  善 樹
松 井  康 陽
丸 山  輝 悦
柳 橋  修 二
渡 邊  信 雄

【金工】　
松 田  正 己
路 川      洵
盛      澄 子
山 口  堅 造
山 口 みちよ

【漆芸】
大 西      勲
辻          徹

【染織】
梶 山  和 世
主 出 眞紀子
土 手  武 彦
土 手 千鶴子
松 林  玲 子

【刺繍】
田 仲  範 子

【七宝】
辻      博 美
平 田  英 夫
森    千鶴子

【ガラス】
大久保 重 美
武 井  盛 彦
松 浦  松 夫
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　陶芸家として、また、工芸家としても初の文化勲章を受章した当市出

身の板谷波山は、昨年 10 月 10 日に没後 50 年を迎えました。これを節

目として、国内各地で陶聖・板谷波山を回顧する催しが開かれています。

本展も、そのひとつとして開催する展覧会です。

　茨城工芸会は、工芸美術文化の進展を目指していた板谷波山が、1930

（昭和５）年、茨城の地に工芸の基盤を築くべく、地元に縁のある工芸作

家を中心に設立されました。常に新しい作品に挑戦し続けた波山の意志

を継ぎ、後に 80 年以上の歴史を積み重ねてきたことは、地方の美術団体

としては貴重であり、その存在は郷里を同じくする者にとっても誇りで

あるといえます。

　今展では、「波山へのオマージュ」と題し、茨城工芸会会員がそれぞれ

に抱く波山への想いや、工芸美術文化の未来を志向して制作した作品約

70 点にて茨城の工芸作品の魅力をご紹介します。

［開館時間］10:00 〜 18:00（入館は 17:30 まで）
［休館日］月曜日
［入館料］一般 500 円／団体（10 人以上）400 円／ 高校生以下無料
※ 会期中は板谷波山記念館も観覧可
※ 障害者手帳等をお持ちの方と付き添いの方１人は入館無料
※ 第３日曜日「家庭の日」（６月 15 日）は高校生以下のお子様連れの方は入館無料

［主催］しもだて美術館／筑西市教育委員会／筑西市
［共催］茨城工芸会　［協力］協同組合日専連しもだて
［後援］茨城新聞社
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TEL 0296 -24 -2111
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